
議
員
提
出
第
十
三
号
議
案

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
、
子
ど
も
、
保
護
者
、
学
校
現
場
に
大
き
な
混
乱
を
も
た
ら
し
て

い
る
。
休
業
要
請
に
よ
る
収
入
の
減
少
な
ど
が
、
家
計
、
子
ど
も
に
及
ぼ
す
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。
学
校

現
場
は
、
終
息
の
見
通
せ
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
、
対
策
を
取
り
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
日
々
奮
闘
し
て
い
る
。

二
○
一
九
年
に
改
正
さ
れ
た
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
法
」
で
は
、「
子
ど
も
の
『
将
来
』
だ
け
で
な
く
『
現

在
』
に
向
け
た
対
策
で
あ
る
こ
と
」
、「
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
精
神
に
則
り
推
進
す
る
こ
と
」
等
、
目
的
・

理
念
を
充
実
さ
せ
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
「
貧
困
対
策
計
画
」
の
策
定
が
市
町
村
の
努
力
義
務
と
さ
れ
た
。
日

本
で
は
七
人
に
一
人
の
子
ど
も
が
貧
困
状
態
に
あ
り
、
経
済
格
差
が
教
育
格
差
を
生
み
出
し
て
お
り
、
子
ど

も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び
の
た
め
に
は
教
育
予
算
の
拡
充
が
必
要
で
あ
る
。

本
県
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
独
自
財
源
に
よ
る
小
学
校
一
・
二
年
生
、
中
学
校
一
年
生

の
三
十
人
以
下
学
級
の
定
数
措
置
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
義
務
教
育
は
自
治
体
間
・
地
域
間
に
よ
っ
て
格
差

が
生
じ
な
い
よ
う
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
対
す
る
き
め
細
か
な
教
育
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

た
め
の
教
職
員
定
数
の
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
一
定
水
準
の
教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
憲
法
上
の
要
請
で
あ
り
、
ゆ
た
か

な
子
ど
も
の
学
び
を
保
障
す
る
た
め
の
条
件
整
備
は
不
可
欠
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
地
方
教
育
行
政
の
実
情
を
十
分
に
認
識
さ
れ
、
地
方
自
治
体

が
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
す
る
よ
う
強

く
要
請
す
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

令
和
二
年
七
月
一
日

大
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長
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